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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第12期

第２四半期累計期間
第13期

第２四半期累計期間
第12期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 4,200,424 5,022,608 8,729,693

経常利益 （千円） 287,033 388,896 650,891

四半期（当期）純利益 （千円） 181,210 237,176 419,095

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 334,268 339,260 334,268

発行済株式総数 （株） 17,385,400 17,445,400 17,385,400

純資産額 （千円） 1,498,468 1,987,559 1,738,835

総資産額 （千円） 4,054,437 5,122,151 4,144,242

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 10.48 13.62 24.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 10.27 13.35 23.61

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 36.9 38.7 41.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 32,738 170,776 421,328

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △588,964 △852,634 △900,638

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 395,502 630,468 125,377

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 820,891 576,292 627,682

 

回次
第12期

第２四半期会計期間
第13期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.50 6.07

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．当社は、平成28年９月６日付で株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、第12期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済・金融政策等の効果により、景気は緩やか

な回復基調が続いております。しかし、北朝鮮情勢の緊迫化などの地政学リスクや米国の政治動向など海外には不

透明な材料が多く、国内においては実質賃金の減少による個人消費の低迷が懸念されるなど、依然として先行き不

透明な状況が続いております。

　当社を取り巻く事業環境においては、民間企業に義務付けている障害者の雇用割合（法定雇用率）の算定基礎に

精神障害者を加えることにより、民間企業の障害者雇用率を平成30年４月に2.2%、平成32年度末までに2.3%への引

き上げを厚生労働省が決定したことで、障害者雇用に対する旺盛な需要が見込まれております。

　また、障害のある全国の公立小中学生のうち、通常学級に在籍しながら必要に応じて別室などで授業を受ける

「通級指導」の平成28年度の対象者は98,311人で過去最高を更新し、過去３年間で17.4％増えるなど、発達障害へ

の社会認知が進んでいます。

　そのような外部環境の変化を踏まえ、長期的利益の安定成長を実現するため、一般就労等を希望される障害者等

を対象としたLITALICOワークス事業の一層の強化や業務効率の改善、発達障害がある児童を対象としたLITALICO

ジュニア事業への投資を継続しております。具体的には、当第２四半期累計期間の新規拠点開設数は、就労移行支

援事業５拠点、児童発達支援事業４拠点、放課後等デイサービス事業10拠点、その他（LITALICOワンダー事業）１

拠点となりました。

　このような事業環境のもと、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高5,022,608千円（前年同四半

期比19.6%増）、営業利益387,925千円（前年同四半期比23.5%増）、経常利益388,896千円（前年同四半期比35.5%

増）となり、四半期純利益は237,176千円（前年同四半期比30.9%増）となりました。

 

　セグメントごとの業績は以下のとおりです。

①LITALICOワークス事業

　既存拠点及び新規開設拠点が順調に推移したことにより、当第２四半期累計期間の売上高は2,454,886千円（前

年同四半期比15.4%増）となりました。

②LITALICOジュニア事業

　既存拠点及び新規開設拠点が順調に推移したことにより、当第２四半期累計期間の売上高は2,287,770千円（前

年同四半期比22.0%増）となりました。

③その他

　既存拠点及び新規開設拠点が順調に推移したことや、インターネット事業の拡大により、当第２四半期累計期間

の売上高は279,952千円（前年同四半期比40.8%増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

①資産の部

　当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して977,908千円増加し、5,122,151千円となり

ました。これは主に、有形固定資産の増加456,669千円、売掛金の増加222,421千円、投資有価証券の増加200,056

千円によるものであります。

②負債の部

　負債合計は、前事業年度末と比較して729,185千円増加し、3,134,592千円となりました。これは主に、長期借入

金及び１年内返済長期借入金の増加485,455千円、短期借入金の増加200,000千円によるものであります。

③純資産の部

　純資産合計は、前事業年度末と比較して248,723千円増加し、1,987,559千円となりました。これは主に、四半期

純利益の計上に伴う繰越利益剰余金の増加237,176千円によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前事業年度末に比べ

51,390千円減少し、576,292千円となりました。

当第２四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、170,776千円（前年同四半期比421.6％増）となりました。これは主に、税引前

四半期純利益で343,680千円、減価償却費で137,705千円を計上した一方で、売上債権が222,421千円増加したこと

によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、852,634千円（前年同四半期比44.8％増）となりました。これは主に、有形固

定資産の取得により581,094千円、投資有価証券の取得により200,000千円を支出したことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は630,468千円（前年同四半期比59.4％増）となりました。これは主に、長期借入

金による収入700,000千円、短期借入金による収入200,000千円となった一方で、長期借入金の返済により214,545

千円を支出したことによるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において特記すべき事項はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 61,440,000

計 61,440,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,445,400 17,445,400
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

であります。

また、１単元の株式数は100

株であります。

計 17,445,400 17,445,400 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
36,000 17,445,400 4,500 339,260 4,500 298,260

（注）新株予約権の権利行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

長谷川　敦弥 岐阜県多治見市 5,218,000 29.91

佐藤　崇弘 東京都目黒区 2,728,000 15.64

穐田 誉輝 東京都渋谷区 1,704,000 9.77

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1丁目8-11 1,393,400 7.99

LITALICO従業員持株会
東京都目黒区上目黒2丁目1-1　中目黒GT

タワー15F
760,800 4.36

特定有価証券信託受託者　株式会社

SMBC信託銀行
東京都港区西新橋1丁目3-1 584,000 3.35

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町2丁目11-3 335,600 1.92

土田　扶門 東京都国分寺市 314,000 1.80

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口9）
東京都中央区晴海1丁目8-11 309,000 1.77

本郷　純 宮城県仙台市青葉区 204,000 1.17

計 － 13,550,800 77.68

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,442,900 174,429 －

単元未満株式 普通株式　 　　2,500 － －

発行済株式総数 普通株式　17,445,400 － －

総株主の議決権 － 174,429 －

 

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

(1)　新任役員

役名 職名 氏名 生年月日
略歴
 

任期
所有株式
数
（千株）

就任年月
日

取締役

（監査等

委員）

－ 井上　雅彦 昭和40年11月22日生

 
平成４年10月　兵庫教育大学　学校教育

学部附属障害児教育実践

センター　助手

平成11年４月　兵庫教育大学　学校教育

学部附属発達心理臨床研

究センター　助教授

平成17年４月　兵庫教育大学大学院　学

校教育研究科　臨床健康

教育系　准教授

平成20年４月　鳥取大学大学院　医学系

研究科　教授(現任)

平成29年７月　当社取締役（監査等委

員）（現任）
 

（注）2 －
平成29年

７月12日

　（注）１．取締役井上雅彦は社外取締役であります。

２．平成29年６月20日開催の定時株主総会終結の時から２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時株主総会の終結の時までであります。

 

(2)　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
新規事業開発

室長
取締役 － 中俣　博之 平成29年７月１日

 

(3)　異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　 男性６名　女性１名（役員のうち女性の比率14.3％）
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ＬＩＴＡＬＩＣＯ(E32144)

四半期報告書

10/20



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 627,682 576,292

売掛金 1,357,559 1,579,980

たな卸資産 ※１ 4,932 ※１ 3,409

前渡金 10,737 14,400

前払費用 108,778 158,443

繰延税金資産 12,029 12,029

未収入金 48,970 33,120

その他 2,155 2,265

貸倒引当金 △1,072 △948

流動資産合計 2,171,773 2,378,992

固定資産   

有形固定資産   

建物附属設備 1,011,926 1,340,946

工具、器具及び備品 729,164 943,130

減価償却累計額 △387,911 △474,226

有形固定資産合計 1,353,179 1,809,849

無形固定資産   

ソフトウエア 97,037 146,291

ソフトウエア仮勘定 － 20,736

無形固定資産合計 97,037 167,028

投資その他の資産   

投資有価証券 11,667 211,723

出資金 20 －

長期前払費用 60,451 79,966

従業員に対する長期貸付金 321 333

敷金及び保証金 405,386 429,869

繰延税金資産 44,404 44,387

投資その他の資産合計 522,252 766,281

固定資産合計 1,972,469 2,743,158

資産合計 4,144,242 5,122,151
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 － 200,000

1年内返済予定の長期借入金 361,159 493,696

リース債務 25,875 31,422

未払金 346,239 337,858

未払費用 409,014 471,297

未払法人税等 126,817 106,540

預り金 114,415 152,939

前受収益 1,664 1,733

その他 42,335 10,892

流動負債合計 1,427,522 1,806,381

固定負債   

長期借入金 899,937 1,252,855

リース債務 24,596 54,343

長期未払金 53,350 21,012

固定負債合計 977,884 1,328,210

負債合計 2,405,406 3,134,592

純資産の部   

株主資本   

資本金 334,268 339,260

資本剰余金   

資本準備金 293,268 298,260

資本剰余金合計 293,268 298,260

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,108,371 1,345,547

利益剰余金合計 1,108,371 1,345,547

株主資本合計 1,735,907 1,983,067

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 618 657

評価・換算差額等合計 618 657

新株予約権 2,310 3,834

純資産合計 1,738,835 1,987,559

負債純資産合計 4,144,242 5,122,151
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 4,200,424 5,022,608

売上原価 2,599,324 3,139,319

売上総利益 1,601,100 1,883,288

販売費及び一般管理費 ※１ 1,287,026 ※１ 1,495,363

営業利益 314,073 387,925

営業外収益   

受取利息 8 5

受取配当金 2 －

助成金収入 1,240 7,450

その他 1,399 1,224

営業外収益合計 2,649 8,679

営業外費用   

支払利息 7,271 5,732

支払手数料 － 1,463

解約違約金 19,980 226

その他 2,438 286

営業外費用合計 29,690 7,708

経常利益 287,033 388,896

特別利益   

新株予約権戻入益 － 510

特別利益合計 － 510

特別損失   

固定資産除却損 24,322 45,726

特別損失合計 24,322 45,726

税引前四半期純利益 262,710 343,680

法人税、住民税及び事業税 81,500 106,503

法人税等合計 81,500 106,503

四半期純利益 181,210 237,176
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 262,710 343,680

減価償却費 99,491 137,705

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,934 △124

受取利息及び受取配当金 △10 △5

支払利息 7,271 5,732

固定資産除却損 24,322 45,726

売上債権の増減額（△は増加） △101,064 △222,421

未払金の増減額（△は減少） △62,640 △49,402

未払費用の増減額（△は減少） 20,294 62,281

その他 △34,973 △19,971

小計 213,469 303,201

利息及び配当金の受取額 10 5

利息の支払額 △7,090 △5,651

法人税等の支払額 △154,211 △126,778

新ブランド切替費用の支払額 △19,440 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 32,738 170,776

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － △200,000

有形固定資産の取得による支出 △497,458 △581,094

無形固定資産の取得による支出 △50,173 △26,888

敷金及び保証金の差入による支出 △40,962 △34,320

その他 △369 △10,331

投資活動によるキャッシュ・フロー △588,964 △852,634

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 200,000

長期借入れによる収入 900,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △150,274 △214,545

リース債務の返済による支出 △14,124 △17,339

長期未払金の返済による支出 △49,261 △47,631

ストックオプションの行使による収入 9,162 9,984

財務活動によるキャッシュ・フロー 395,502 630,468

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160,723 △51,390

現金及び現金同等物の期首残高 981,615 627,682

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 820,891 ※１ 576,292
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

項目

当第２四半期累計期間

（自　平成29年４月１日

　　至　平成29年９月30日）

税金費用の計算

　当第２四半期会計期間を含む当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算する方法を採用しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成29年９月30日）

貯蔵品 4,932千円 3,409千円

計 4,932 3,409

 

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

人件費 616,316千円 736,082千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりであ

ります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 820,891千円 576,292千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 820,891 576,292

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当に関する事項

　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当に関する事項

　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

LITALICO
ワークス事業

LITALICO
ジュニア事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,126,366 1,875,248 4,001,614 198,810 4,200,424

セグメント利益又は損失（△） 727,518 367,299 1,094,818 △93,393 1,001,424

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、LITALICOワンダー事業、インター

ネット事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 1,094,818

「その他」の区分の損失 △ 93,393

セグメント間取引消去  -

全社費用（注） △ 687,350

四半期損益計算書の営業利益 314,073

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

LITALICO
ワークス事業

LITALICO
ジュニア事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,454,886 2,287,770 4,742,656 279,952 5,022,608

セグメント利益又は損失（△） 832,121 436,586 1,268,707 △81,202 1,187,504

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、LITALICOワンダー事業、インター

ネット事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 1,268,707

「その他」の区分の損失 △81,202

セグメント間取引消去 -

全社費用（注） △799,579

四半期損益計算書の営業利益 387,925

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日

　　至　平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日

　　至　平成29年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 10円48銭 13円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 181,210 237,176

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 181,210 237,176

普通株式の期中平均株式数（株） 17,290,252 17,413,400

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 10円27銭 13円35銭

（算定上の基礎）   

普通株式増加数（株） 362,910 357,692

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）当社は、平成28年９月６日付で株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算

定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成29年11月10日

株式会社　ＬＩＴＡＬＩＣＯ

 取締役会　御中 

 

 新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岸　洋平　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 櫛田　達也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＬＩＴ

ＡＬＩＣＯの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第13期事業年度の第２四半期会計期間（平成29年７月１日か

ら平成29年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＬＩＴＡＬＩＣＯの平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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